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平成28年3月期 第2四半期累計期間の業績予想との差異 
および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、平成27年8月12日に公表しました平成28年3月期第2四半期累計期間（平成27年4月1日

～平成27年9月30日）の業績予想値と本日開示の決算値に差異が生じましたので下記の通りお知

らせいたします。 

また、あわせて平成28年3月期通期（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の業績予想を下記の

通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記

１．第 2 四半期累計期間の業績予想との差異について

平成28年３月期 第２四半期連結累計期間(平成27年4月1日～平成27年9月30日） （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 9,700 695 710 420 21.28 

今 回 発 表 実 績 (Ｂ) 8,316 661 622 389 19.76 

増   減   額 (Ｂ－Ａ) △1,383 △33 △87 △30 － 

増   減   率   (％) △14.3 △4.8 △12.3 △7.1 － 

（ご参考）前期第２四半期実績

(平成27年3月期第2四半期) 
6,915 164 181 100 4.90 

平成28年３月期 第２四半期個別累計期間(平成27年4月1日～平成27年9月30日） （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 9,700 670 700 415 21.03 

今 回 発 表 実 績 (Ｂ) 8,316 641 620 394 19.97 

増   減   額 (Ｂ－Ａ) △1,383 △28 △80 △21 － 

増   減   率   (％) △14.3 △4.2 △11.4 △5.1 － 

（ご参考）前期第２四半期実績

(平成27年3月期第2四半期) 
6,915 116 150 86 4.18 



２．業績予想の修正について

平成28年３月期 通期連結業績予想数値の修正(平成27年4月1日～平成28年3月31日)(単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 19,600 1,170 1,180 700 35.47 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 19,600 984 940 580 29.39 

増   減   額 (Ｂ－Ａ) － △186 △240 △120 － 

増   減   率   (％) － △15.9 △20.3 △17.1 － 

（ご参考）前期実績  

(平成27年3月期) 
19,036 1,088 1,113 599 29.21 

平成28年３月期 通期個別業績予想数値の修正(平成27年4月1日～平成28年3月31日)(単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 19,600 1,120 1,150 680 34.46 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 19,600 932 910 565 28.63 

増   減   額 (Ｂ－Ａ) － △188 △240 △115 － 

増   減   率   (％) － △16.8 △20.9 △16.9 － 

（ご参考）前期実績 

(平成27年3月期) 
19,036 990 1,036 559 27.26 

３．修正の理由

当第 2 四半期累計期間の業績について、売上高は、当社単体において大型案件の進捗に遅

れが発生したため、予想には届きませんでした。なお、当該案件の納期は、今期中であるた

め、通期に与える影響はありません。

また、利益面について、当第 2 四半期累計期間においては、大型案件の進捗遅れによる減

益を前年に受注した高収益案件の進捗が進んだことにより、ほぼ想定通りとなりました。

しかしながら、通期の見通しについては、大型案件の一部においてコスト増が見込まれる

ことから、連結・個別とも平成 27 年 8 月 12 日公表の予想を上記のとおり修正いたします。

  （注）上記業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

                                         以上


